
　審査の結果、議案7件について全て可決および承認し、
陳情3件のうち1件を採択、2件を趣旨採択としました。● 総務文教厚生委員会

常任委員会報告

させたい旨の説明がありました。
　委員からは、調査内容を前回の調査項目を基
本とするのは理解できるが、時代に即して新し
い内容も必要ではないか、在宅障害児には郵送
ではなく、調査担当者の訪問をお願いしたいと
の意見がありました。
　理事者からは、内容は今後検討したいこと、訪
問については保健推進員、ケアマネジャー等が
調査に協力すること、障害者や障害児には郵送
しているが、適切なアンケートが実施できる方
法をさらに検討したいとの回答がありました。

 ◆ プラスチック資源の分別回収について
　プラスチックに係る資源循環の促進等に関す
る法律の施行に伴い、勝山市では、ゼロカーボン
シティ宣言を行っており、ごみの減量化やリサイ
クルの推進に取り組むため、令和6年4月1日から
プラスチック資源の分別収集を開始したい旨の
説明がありました。６～８月には各地区区長会で
事前説明、10月以降に各地区での住民説明会を
開催したいとのことです。
　理事者は、プラスチック資源の判別の難しさ
等、住民生活に直結する問題であり、混乱のな
いように丁寧に説明していくとのことでした。
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 ◆ 令和5年度勝山市下水道事業特別会計補正予算
（第１号）･損害賠償の額を定めることについて
　今年4月、高島第1汚水中継ポンプ所マン
ホール内の汚水が適切に排水されず、近隣の民
間会社事務所の排水管から汚水が逆流して溢
れ、事務所内の家財等を汚損させる事故が発生
しました。その損害を賠償するための賠償金額
を定めること、また所要の予算計上について説
明がありました。
　理事者からは、当該物損事故の原因等につい
て詳細な報告や今後の対策について説明があり、
油や紙おむつなど詰まりやすいものを下水に流さ
ないよう広報等で周知していくとのことです。

 ◆ 県立恐竜博物館のリニューアルオープンに向けて
　7月14日の県立恐竜博物館リニューアルオー
プンに向けた関連事業等の説明を受けました。
　リニューアルオープンをPRするために、8月
30日には巡回ラジオ体操・みんなの体操会を
長尾山総合公園で開催するほか、来園者が多い
と見込まれる日には、市と県が協力して園内や
周辺の渋滞対策を実施していくとのことです。

　審査の結果、議案5件について全て可決および
承認しました。● 建設産業委員会

● 勝山市公共施設の管理計画について
● 高齢者の粗大ごみの収集について

その他の質問
・小学校と警察の連携について
・小・中学校教員の残業について

● まちづくりについて
● 福祉政策について

　
　
勝
山
市
は
、
平
成
28
年
５
月

に
勝
山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
、
平
成
30
年
５
月
に
勝
山

市
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
を
策

定
し
た
。
今
後
40
年
間
に
投
資
す

る
経
費
は
、
公
共
施
設
が
５
６
９

億
円
（
年
間
平
均
14
．
２
億

円
）
、
イ
ン
フ
ラ
が
４
８
６
億
円

（
年
平
均
12
．２
億
円
）
必
要
と

あ
り
、
50
㎡
以
上
の
79
施
設
に
関

し
、
継
続
、
改
善
、
見
直
し
、
廃

止
に
つ
い
て
各
施
設
の
修
繕
経
緯

と
今
後
の
改
修
計
画
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
こ
数
年
、
公
共
施
設
の
「
廃

止
」
が
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
今

後
数
年
で
中
学
校
建
設
や
教
育
会

館
と
中
央
公
園
の
改
修
等
、
大
型

施
設
の
建
設
や
改
修
が
目
白
押
し

で
あ
る
。
公
共
施
設
の
管
理
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
平
成
28
年
の
計
画
策
定
以

降
、
昨
年
度
ま
で
に
南
児
童
セ
ン

タ
ー
や
荒
土
小
学
校
細
野
分
校
な

ど
７
施
設
を
解
体
し
、
４
施
設
を

地
元
区
や
社
会
福
祉
法
人
等
に
譲

渡
し
た
。
そ
の
結
果
、
７
年
間
で

当
初
の
公
共
施
設
総
延
床
面
積
の

10
％
程
度
を
縮
減
で
き
た
。

　
投
資
的
経
費
に
投
入
で
き
る
経

費
は
、
平
成
29
年
度
に
創
設
さ
れ

た
財
政
措
置
の
高
い
「
公
共
施
設

等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
」
を
他

市
に
先
駆
け
て
積
極
的
に
借
り
入

れ
、
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
等
を

図
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
計
算

上
、
40
年
間
で
約
80
億
円
の
財
源

不
足
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
　
私
の
家
に
高
齢
者
か
ら
「
自

宅
の
自
転
車
や
粗
大
ご
み
が
あ
る

が
、
車
が
な
く
処
分
場
へ
持
っ
て

い
け
な
い
の
で
、
市
役
所
で
運
搬

し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
電
話
が

あ
り
、
「
以
前
は
市
で
購
入
し
た

シ
ー
ル
を
貼
れ
ば
収
集
し
て
く
れ

た
が
、
今
は
そ
れ
も
な
く
な
り
、

粗
大
ご
み
が
増
え
て
い
く
一
方
だ

」
と
言
わ
れ
た
。

　
１
年
か
半
年
に
一
度
、
高
齢
者

か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
、
対
応

す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
ご
自
身
で
粗
大
ご
み
の
持
込

み
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
一
般

廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
に
収

集
運
搬
を
依
頼
す
る
よ
う
周
知
し

て
い
る
。

　
高
齢
者
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、

収
集
運
搬
を
対
応
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
実
際
に
収
集
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
の
情
報
を
集
め
、
研

究
し
て
い
く
。
併
せ
て
、
地
域
に

お
け
る
高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
①
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
住
ん

で
い
る
地
区
や
集
落
の
抱
え
る
課

題
を
把
握
し
、
解
決
に
向
け
た
基

本
情
報
を
収
集
す
る
「
集
落
カ
ル

テ
事
業
」
に
取
り
組
む
べ
き
。

　
②
市
内
事
業
者
の
仕
事
を
組
み

合
わ
せ
、
年
間
を
通
じ
た
仕
事
を

創
出
す
る
こ
と
で
地
域
内
外
の
若

者
等
の
雇
用
を
確
保
で
き
る
特
定

地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度

を
推
進
す
る
べ
き
。

　
　
①
「
集
落
カ
ル
テ
事
業
」
は
、

現
在
、
各
地
区
で
推
進
し
て
い
る

小
規
模
多
機
能
自
治
の
取
り
組
み

や
そ
の
後
の
各
種
政
策
、
補
助
制

度
の
構
築
等
に
も
繋
が
る
た
め
、

行
政
運
営
に
と
っ
て
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
る
。
今
年
度
は
、
す
で

に
取
り
組
ん
で
い
る
坂
井
市
や
米

原
市
等
の
取
り
組
み
状
況
を
調

べ
、
勝
山
市
の
地
域
活
性
化
へ
の

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
②
就
業
者
数
が
減
少
し
て
い
る

当
市
に
お
い
て
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
制
度
は
、
具
体
的

に
は
夏
や
冬
に
観
光
事
業
に
従
事

す
る
労
働
者
を
、
春
や
秋
に
は
農

業
法
人
に
派
遣
す
る
こ
と
に
よ

り
、
担
い
手
の
確
保
や
雇
用
創
出

等
の
点
に
お
い
て
有
効
で
あ
る
。

設
立
や
運
営
支
援
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
く
。

　
　
①
不
育
症
は
、
妊
娠
は
す
る

が
、
流
産
や
死
産
を
た
び
た
び
繰

り
返
す
状
態
を
言
う
が
、
不
育
症

に
対
し
て
治
療
費
、
検
査
費
用
助

成
な
ど
何
ら
か
の
助
成
制
度
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
②
市
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度

を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

　
　
①
福
井
県
に
お
い
て
、
不
育

症
検
査
費
用
を
助
成
し
て
い
る

が
、
治
療
に
関
す
る
助
成
は
な
い
。

不
育
症
は
、
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
出
産
で
き
る
確
率
が
高
ま
る
こ

と
か
ら
、
治
療
を
受
け
る
方
へ
の

経
済
的
な
支
援
は
必
要
と
考
え

る
。
今
後
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
不
育
症
治
療
の
助
成
事
業

が
実
施
で
き
る
よ
う
、
他
自
治
体

の
事
業
を
研
究
し
て
い
く
。

　
②
成
年
後
見
制
度
の
課
題
と
し

て
、
制
度
自
体
の
周
知
不
足
や
今

後
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
支
援
が

必
要
な
方
へ
の
後
見
人
の
担
い
手

不
足
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
制
度

の
効
果
的
な
広
報
に
努
め
、
後
見

人
の
担
い
手
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
市
民
後
見
人
の
養
成
と
育
成

を
目
的
に
、
今
年
度
か
ら
ふ
く
い

嶺
北
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
市
民
後
見
人
養
成
講
座
を
開

催
し
て
い
く
。

 ◆ 新中学校建設開校に向けた進捗状況
　理事者からは、これまでの再編準備委員会、
ワーキングチーム会議、学校運営部会、PTA部
会それぞれの議事録と資料の提示とこれからの
４専門部会の主な検討内容と今後の予定、新た
に小中学校の教職員と語る会の開催についての
説明がありました。
　委員からは、新中学校の外観のイメージの大
切さや学校への狭隘なアクセス道路対策、現中
学校の体育施設等の部活利用、地下通路を含め
た通学路の複数化、いじめ・不登校問題の懸
念、中高連携の協議方法、小中学校の先生との
語る会でのスタンス等の意見があり、委員間で
の意見も交わされました。
　理事者からは、反対意見を閉じるような形は
とっていないし、１つの意見として大事に受け
止めているとの回答がありました。

 ◆ 福祉・保健関係計画策定にかかる
　 住民意識調査
　自分自身の困りごとや地域で自らできること、
地域に期待することを把握し、令和7年度策定
（改定）予定の第5次勝山市地域福祉計画に反映
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